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新技術・情報名 マレイン酸ヒドラジド液剤によるハウスみかんの秋 分類 ③

枝発生防止

１．成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

温州みかんの施設栽培において、マレイン酸ヒドラジド液剤を散布することにより、

秋枝の発生を防止し、加温後の発芽及び着花を安定させることができる。

（１）秋枝の発芽期（2～3mm時）にマレイン酸ヒドラジド液剤を濃度200倍で散布すると

秋枝の発生が抑制される。

（２）散布濃度200倍の場合、３００倍に比べて加温後当初の発芽が遅れるが、その後の発

芽及び着花数は変わらなくなり、生育が抑制されるために花が充実して着果数が多く

なる。

（３）散布後天井ビニルを被覆したままの場合、早期に除去した場合に比べて加温後の発

芽が遅れるが、その後の発芽及び着花数は変わらなくなり、着果率は高くなる。

２）技術、情報の適用効果

温州みかんの施設栽培における結果母枝充実対策として利活用でき、生産の安定が

図られる。

３）適用範囲

温州みかんの施設栽培地域

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）散布時期が遅れると、秋枝が一時的に伸長するが、その後停止する。

（２）加温後に薬剤の影響が残ると奇形葉や奇形果が発生する場合があるため、散布回数

は１回、散布量も10ｱー ﾙ当たり200～250ﾘｯﾄﾙとし過剰な散布を避ける。

（３）マレイン酸ヒドラジド液剤は、露地の温州みかん、中晩柑に登録があり、施設栽培

の温州みかんについては未登録である。
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表ﾕﾏﾚｲﾝ酸ﾋﾄ､ﾗｼ､､ﾄ゙ ､液剤散布と秋枝の発生(昭和63年､平成元年）
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昭和63年は上野早生、平成元年は宮川早生で調査
秋枝発生数は1樹当たり
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注）①品種は山川早生、マレｲﾝ酸ﾋﾄ､､ﾗｼ､､ﾄ､､液剤は９月4日に300倍で散布
②加温開始は12月17日
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表３ﾏﾚｲﾝ酸ﾋﾄ､､ﾗｼ"ド液剤散布後の天井ビニル除去と加温後の生育（平成元年）
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結果母枝100節当たり発芽節率

品種は宮川早生でﾏﾚｲﾝ酸ﾋﾄ･ﾗｼ゙ ,ﾄ゙ ・液剤は９月４日に散布、加温開始は１月28日
無散布（秋枝）は秋枝の発生した結果母枝
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